
採択大学：立命館大学（強化を図る機能：①、②）

取組内容の概要

連携大学：生理学研究所、滋賀医科大学、順天堂大学、大阪体育大学

参画機関：東京大学、滋賀大学、奈良先端科学技術大学院大学、立命館アジア太平洋大学、産業技術総合研究所、
国立長寿医療研究センター

大学ビジョン
すべての人が他者から尊重・承認され、
それぞれのありたいウェルビーイングを

追求・実現することのできる公平な社会の実現

強みであるスポーツ健康科学を核として、
国内外トップ研究者を招聘し学際融合により
国際身体圏研究拠点を形成することで
多重環境化社会のウェルビーイング研究を牽引

身体機能の相対的低下、対人コミュニケーションの希薄化、社会の複雑化による不安感等、多重環境化社会への移行が人の身体的・精神的・社会的健康に様々に影響

研究・イノベーション人材の育成

・身体圏学位プログラムの設置
・国際ネットワーク型育成体制
・インクルーシブ教育により多様性
リーダーシップを修得

・博士アントレプレナー人材を育成

研究開発マネジメント改革・財務戦略

・技術系人材・高度専門URAを育成
・複線人事マネジメント改革
・研究時間創出に向けたDXと教員
エフォート改革

・投資ファンド等による資金循環の実現

研究戦略

人類の課題

機能１. 身体圏研究領域の創成

ELSI対応型データプラットフォーム、
キャンパス実証実験、独自投資ファンド等で
企業大型共同研究と社会実装力を強化

機能２. イノベーション・社会実装力の向上

狩猟･採集社会
小集団･移動型

工業化社会
大集団･越境型

農耕･牧畜社会
中集団･定住型

情報化社会
個分散･非境界型

人間の生活・行動範囲が現実世界から仮想世界
へ拡張し、これまでにない多重な環境において
人間関係を構築し、社会生活を営む時代

●地球規模の課題解決に繋がる新たな研究の価値の創出と社会実装

●研究の価値を社会に根付かせるイノベーション・創発性人材の育成

20万年にわたり適応・進化を続けてきた現実世界での生活から仮想世界が高度に融合した多重環境化社会への急激な変化

多重環境化社会
個共生･間境界型

身体拡張 多重環境化

現実世界

仮想世界

個人･身体

集団
AI/ロボ

拡張された身体と

多重環境間の

相互作用の場

身 体 圏

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

訪れつつある多重環境化社会において、

身体を中心に人間関係・現実世界・仮想世界との相互作用から

ウェルビーイングを解明する「身体圏研究」による課題解決を目指す

次世代の社会課題に対して多様なアクターとの共鳴と
研究を通じて社会価値の創出に挑む次世代研究大学の実現



事業化エコシステム

次世代研究推進 身体圏研究卓越URA/国際戦略連携URA/先端機器技術職員/医療人材

実施体制

理事会・常任理事会

次世代研究機構（仮称）

University Administrator強化展開ユニット（戦略実行・マネジメント組織）

外部経営人材

連携機関担当役員

機構長 仲谷善雄学長

産学官連携戦略本部／起業・事業化推進室／社会共創推進本部/大学院キャリアパス推進室

部
局
横
断

各機関と連動した戦略の実行

大学経営基盤の強化

強みとなる中核研究拠点

全学からの参画と波及効果

16学部／21研究科 5万人の構成員 16研究所・33研究センター

全学リソースの投入とマネジメント改革

研究部 ／ 教学部 ／ 国際部 ／ 総合企画部 ／ 人事部 ／ 財務部 ／ 学術情報部 ／一貫教育部

身体圏研究領域の創成を
核とした卓越研究・

イノベーション・人材輩出

価値の源泉となる

人材・研究への

持続的資金循環

事業化・社会実装推進 事業化プロデューサー/DPFマネージャー/コンテンツ開発人材

学位プログラム構想推進 プログラムデザイナー/キャリアパスコーディネーター

身体圏学際融合拠点

立命館先端クロスバースイノ
ベーションコモンズ(CVIC)

グラスルーツ・イノベーションプラットフォーム

グラスルーツ・イノベーション
センター(GIC)

横断型データ
プラットフォーム

次世代研究大学推進委員会

世界トップレベル
身体圏研究者の結集

国際身体圏研究コンソーシアム

地域コホート/実証フィールド

アクティブライフ
共創コンソーシアム

国際ネットワーク型
学位プログラム

身体圏学位プログラム

１号ファンド：10億円＋10億円
２号ファンド：60億円

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

2025 2026 2027 2028 2029～ 10年後の姿

対象PI選定・研究者採用 学際融合身体圏研究プロジェクト遂行・成果創出加速

連携機関とのクロアポ等の
調整

次世代研究機構（仮称）設置・特区としての運用開始 国際学会の設置準備・運用

研究設備導入 ウェアラブルMEG・クロスバースアリーナ等、世界唯一無二の共同利用拠点運用

機器共同利用運用体制整備 共同利用研究プロジェクトの遂行・共同研究成果創出

共同診療所設置準備・開設 共同診療所設置・生体データを安心して取得可能な体制を構築

海外研究者招聘交渉・受入 招聘研究者のプロジェクト参画・成果創出加速

国際URAの採用 海外大学との組織連携構築・国際頭脳循環による共同博士・若手育成体制の構築

事業化マネージャーの採用 キャンパス実証フィールドの開発・運用、連携機関が持つ実証フィールド連携体制構築

企業入居室整備・運用開始 共用機器・企業用入居ラボ民間活用

VR･MRコンテンツ開発
アクティブライフ共創コンソーシア
ム企業増の営業活動

国際身体圏研究コンソーシアムへの発展的統合

GIC等との連携スキームの構築
GAPファンド・アクセラレーション機能強化

国内外スタートアップコミュニティとの連携強化

データマネジメン
ト専門人材の採用

連携機関とのオープン＆クローズ戦
略の構築

オープン部分を活用した民間企業とのデータ連携研究推進

データマジメント・個人情報保護コンサルティングサービス開始

データ共有システム構築 コホートデータ接続 国際標準化に向けた取組

制度設計・学内調整 文科省届出 博士入学・学位プログラム開始

連携機関共同プログラム調整
共同博士・若手研究者育成プログラム開発・運用

海外研究機関交渉

DE&I教育プログラム開発 プログラム提供開始

小中高一貫教育体制を活かしたイノベーション創出を志す未来人材育成プログラムの企画・実施

UAユニットの組織化・専門人材採用 身体圏研究独自のURAスキル標準の設定・運用

連携機関との共同育成体制の具体化 職員人事複線化開始 専門人材の安定的確保・育成 全学体制への波及拡大

エフォート創出のための評価、授業担当システムの設計・刷新 運用状況の評価、制度改善

DX推進・ガバナンス改革による業務削減に向けた調整・実行 研究エフォートへの重点配分、運用状況の評価・改善

1号ソーシャルインパクトファンド(RISF)出資継続

2号ファンド出資開始 連携機関への出資スキーム構築・出資

ファンドリターン等多様な財源からの再投資スキーム検討 重点研究・イノベーション創出支援への資金供給

①学際融合研究戦略の実行

②身体圏研究の学際融合性を
高める研究スキームの整備

③国際ネットワークの拡大

①グラスルーツ・イノベー
ション・プラットフォーム
の構築

②横断型データプラット
フォーム構築とデータ
利活用による共同研究
の推進

③独自投資ファンドの拡充に
よる資金循環の多様化

①身体圏学位プログラムを
中心とした博士アントレ
プレナーの育成

①専門人材の組織化と
人事システム改革

②研究時間創出に向けたDXと
教員エフォート改革
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アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

① Top10％論文数（5年累計） 446報 1000報 2000報

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

① Q1ジャーナル掲載数 531報 600報 680報 780報 880報 1000報 1500報

① 身体圏研究領域の論文数 132報 150報 190報 240報 290報 350報 700報

① 国際共著論文率 37.1% 38% 40% 41% 43% 45% 57%

① 共同利用研究数 0 10 20 30 40 50 100

※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

①
世界Top50位以内の論文シェアを持つト
ピッククラスター数

2 10 20

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

① Q1ジャーナル掲載数 531報 600報 680報 780報 880報 1000報 1500報

① 身体圏研究領域の論文数 132報 150報 190報 240報 290報 350報 700報

① 国際共著論文率 37.1% 38% 40% 41% 43% 45% 57%

① 共同利用研究数 0 10 20 30 40 50 100



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

② 外部資金獲得金額 44.6億円 70億円 100億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
民間企業との1000万円以上の受託・共
同研究等の契約件数

6件 10件 15件 20件 25件 30件 60件

② 大学発ベンチャー創出数（累積） 135社 160社 185社 210社 235社 260社 385社

①②
国際身体圏研究コンソーシアムへの参画
機関数

47機関 49機関 51機関 54機関 57機関 60機関 80機関

①② 学際共創プロジェクト数 0件 5件 12件 22件 35件 50件 100件

※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

② 身体圏研究に関わる国際標準化件数 なし 3件 10件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
民間企業との1000万円以上の受託・共
同研究等の契約件数

6件 10件 15件 20件 25件 30件 60件

② 大学発ベンチャー創出数（累積） 135社 160社 185社 210社 235社 260社 385社

①②
国際身体圏研究コンソーシアムへの参画
機関数

47機関 49機関 51機関 54機関 57機関 60機関 80機関

①② 学際共創プロジェクト数 0件 5件 12件 22件 35件 50件 100件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓔ 申請時点 ５年後 10年後

①② 博士学位授与数 100名
身体圏学位プログラムの

博士学位授与
300名

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② RA雇用数 44名 52名 61名 70名 79名 88名 136名

①② 若手研究者の雇用数 49名 54名 59名 64名 69名 74名 100名

①②
インクルーシブリーダーシッププログラムの受
講者数

0名 20名 40名 60名 80名 100名 200名

※本指標は令和７年10月時点のもの



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

多様な学問分野の融合研究の推進

学際融合研究推進戦略
(R-GIRO)や研究リー
ダー育成戦略(RARA)に
よる制度を立ち上げ、運
用している。

学際融合の卓越した研究
成果の創出に向け、以下
の取り組みが実現している。
・学長直轄、全学横断の
次世代研究機構を設置。
・研究IR に基づき戦略的
社会課題を研究テーマに
設定し、学際融合プロジェ
クトを組成する仕組みの
構築されている。
・PI の研究者に対して、
RARA フェローを越える金
額の環境整備が実現して
いる。
・授業担当や学部運営に
よる負担を減らし、研究
時間を大幅に確保できて
いる。
・成果次第で処遇アップを
可能にする独自の評価制
度が構築されている。

初期に設定したテーマを
牽引力に、それ以外にも
複数の社会課題テーマに
基づく新たな学際融合研
究が立ち上がる。それぞれ
の研究プロジェクトに他分
野から多くの研究者が集
まり、新たな研究の強みが
生まれる状態となっている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

Q1ジャーナル掲載数 531報 1000報 1500報

※本指標は令和７年10月時点のもの



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資金獲得推進体制の強化

外部資金獲得に向けた
キャンパスごとの研究支援
体制を構築しているが、外
部資金の大型化や社会
課題解決型プロジェクトの
組成に向けて、更なる研
究支援体制の強化が必
要である。

外部資金獲得推進体制
の強化に向け、以下の取
り組みが実現されている。
・外部資金獲得を増加さ
せる専門支援人材の配
置により研究支援組織が
強化されている。
・民間企業からの間接経
費比率が上昇している。
・機器・設備共用により外
部からの資金獲得源の多
様化が進んでいる。
・獲得した外部資金の間
接経費を、戦略的研究
推進に資する財源として
一定、確保できている。

外部資金の獲得額の増
加や財源の多様化が実
現することにより、一定の
財源を新たな研究プロジェ
クト組成等に充てる戦略
的研究推進の仕組みが
できている。これにより、持
続的な資金獲得と研究
投資の好循環による卓越
した研究成果の創出が加
速される状態を実現して
いる。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資金獲得額 44.6億円 70億円 100億円

※本指標は令和７年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

産学連携によるイノベーション創出の推進体制の強化

特定の連携機関との共同
研究プロジェクトに双方の
組織が資金を拠出して連
携を推進する取り組みや、
地域や自治体における社
会課題に対して、大学が
連携して取り組む草の根
的研究プロジェクトを支援
する取り組みを実施してい
る。

産学連携によるイノベー
ション推進体制の強化に
向け、以下のような取り組
みが実現されている。
・新たな共同利用研究施
設CVIC(多重環境構築、
先端計測、企業入居ラ
ボ）が稼働している。
・共同利用研究の仕組み
の整備による、共同研究
が推進されている。
・研究で取得された多分
野のデータを産学で共同
利用できるデータプラット
フォームが構築されている。
・地域のコホートデータ等と
接続した研究が展開され
ている。
・技術支援人材が配置さ
れ、産学連携によるイノ
ベーションをサポートする体
制が整っている。

・共同利用機器・設備や
データプラットフォームが国
内外の産学機関により活
発に利用され、特色ある
共同利用・共同研究拠
点としての認知が世界的
に確立されている。
・身体圏研究領域で確立
したイノベーション創出のノ
ウハウを横展開することで、
他分野の特性に応じたイ
ノベーション創出の新たな
仕組みとして立ち上がり、
多様な学際融合研究プ
ロジェクトが継続的に生み
出される状況が実現して
いる。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

民間企業との1000万円以上の受託・共同研究等の契
約件数

6件 30件 60件

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

事業化推進体制の強化

学内者限定のモノづくりラ
ボや、投資ファンドの運営
を行っている。また、スター
トアップ創出に関して、
様々な支援メニューを用
意し、運用を行っているが、
研究シーズ型のスタート
アップ創出には課題があ
る。

以下のような取り組みを進
めることで、事業化推進
体制の強化が実現されて
いる。
・研究シーズを活用した事
業化支援プログラムの強
化、運用が実践されてい
る。
・新たなインキュベーション
施設であるGIC（Fabラ
ボ、コワーキング、レンタル
ウェットラボ、共用実験室
等を配備）が稼働してい
る。
・独自ファンドによる投資
が強化・加速している。

学際融合研究等から創
出された研究成果がス
ムーズに事業化支援のス
キームに橋渡しされ、ソフ
ト・ハード・資金面での高
度な支援体制が実現して
いる。これにより、研究開
発型スタートアップをはじめ、
多くの事業化案件が誕
生・加速する状況が実現
している。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

スタートアップ創出数（累計） 135社 260社 385社

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関との連携、交流の推進

各研究支援部署において、
依頼に応じて国際交流に
関する対応を行っているが、
組織的に国際研究連携
を推進する支援体制が十
分ではない。

以下のような取り組みが
推進され、海外機関との
連携、交流が実現されて
いる。
・組織的な国際連携を可
能にする支援体制・制度
の設置・創設され、運営さ
れている。
・国際法務等、国際化に
必要となる専門機能が整
備されている。
・海外への研究者派遣や
海外からの研究者受入に
関する支援体制が強化さ
れている。

海外企業や研究機関との
交流のための支援環境が
整備され、海外機関との
連携・交流が加速される
ことで、国際共同による学
際融合研究プロジェクトが
多く組成され、卓越した研
究成果が継続的に生み
出される状況が実現して
いる。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究者の海外機関への派遣数 1164名 1350名 1600名

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


